
令和６年度 大阪府立高槻北高等学校 第３回学校運営協議会 議事録 

 

校 名 府立高槻北高等学校 

校長名    山脇 和美 

 

開催日時 令和７年１月３０日（木） １５：３０～１６：３０ 

開催場所 府立高槻北高等学校 ２Ｆ 会議室 

出席者（委員） 本村 康哲 会長（議長）、 松岡 洋之 委員、 江河 千波 委員、 丸毛 由美子 委員、 

 柏原 泰和 委員、 佐藤 智子 委員 

出席者（学校） 山脇 和美（校長）、 伊藤 倫隆（教頭）、 山地 謙一郎（事務長） 

上田 千歳 ・ 松本 庸子（首席）、 水口 翔太郎（総合調整部長）、 山本 京子（記録） 

傍聴者 なし 

 

協議資料 

① 令和６年度 第３回学校運営協議会次第 

② 委員名簿ならびに本校出席者一覧 

③ 配席図 

④ 令和６年度 学校経営計画及び学校評価（A4：4枚） 

⑤ 令和７年度 学校経営計画及び学校評価（A4：4枚） 

⑥ 令和６年度 学校教育自己診断集計結果（A4：3部） 

⑦ 令和６年度 第２回学校運営協議会記録 

備考 
 

議題等 （次第順） 

・開会宣言 （教頭） 

・開会挨拶 （校長） 

・本校の現状と課題 

  〇令和６年度学校経営計画の達成状況について（校長） 

  〇令和７年度校経営計画及び学校評価について（校長） 

〇令和６年度学校教育自己診断集計結果について（松本首席） 

 

・質疑応答ならびに協議 

・閉会挨拶 （校長） 

・閉会宣言 （教頭） 

 

 

 

 

 



 

協議内容・承認事項等 （意見の概要） 

〇 令和６年度学校経営計画の達成状況について（校長） 

本年度の取組内容及び自己評価 

資料の記号の内容について 

◎：目標を５ポイント以上、上回り、昨年よりパーセントが上になっている 

〇：昨年同様の達成状況である 

△：目標を達成できなかった 

１ 学力・進路保障 及び ２ 学校生活 については、概ね達成出来ている 

 

 ３ 学校運営 

 （２） イ「初任者及び経験年数の少ない教員の校内研修を充実させる」項目について満足度が 50％で（△）で

あった。 

    →自主研修を行っていた教員が転勤したのが原因かもしれない 

（４）働き方改革の推進については肯定的回答が４２％であったが、高ストレス者率は１３．８％と平均より下にな

った。 

 

質疑応答 

（委員） 

学校運営（４）については担任が生徒に手がかかりすぎているのではないか？国に対して個別対応できる

人員を増やすかスクールカウンセラーを入れるかを申し入れる必要がある。 

 

（学校） 

先日、大阪府の教育長と話し合う機会があり、担任の働き方の効率化をできないところとできるところの

区別について話したが、いろいろな問題点があり今後の動きもあるので難しい状況である。 

 

（委員） 

先生と生徒の信頼関係で成り立っている事象もあるので難しいところである。人員を増やすなど配置につ

いて考えてほしい。 

 

   （議長） 令和6年度学校経営計画の評価案の承認を確認した。 

 

〇 令和７年度校経営計画及び学校評価について（校長） 

２ 中期的目標は今年度変更したのでほとんど変わっていない。 

１ 学力・進路保障 

（１） ア 「DXハイスクール事業」で整備された機器の活用をしていきたい。 

イ マレーシアとの国際交流などさらに進めていきたい。 

（２） エ R７年度より作文コンクールがなくなる予定なので、「教師にまっすぐ」の受講を推奨していきたい。 

２ 学校生活 

（３） 「学校に行くのが楽しい」の肯定的回答９０％以上を維持していきたい。 

４ 広報 

（１） 公式 InstagramをSNSに変えていく。 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

  ２ 学校生活 

（２） 文化祭に献血車を校内に入れていたが、非常に暑い中、また文化祭時の生徒の体調を考慮すると、献

血をするのが適切ではないと感じる面もありこの項目を削除した。 

３ 学校運営 



（３） 働き方改革の推進→総合健康リスクが昨年度以下（１０９）になったから大きく下がった。 

４ 広報 

（１） 効果的な情報発信 

SNSによる学校情報の発信をスタートさせたため、指標から「ホームページアクセス数」を削除した 

 

質疑応答 

（委員） 

総合健康リスクの測り方はどうするのですか？ 

 

（学校） 

ストレスチェックの質問をとおして、総合的に数値を出していると聞いている。 

 

（委員） 

教員の人数は何人ですか？ 

 

（学校） 

例年60人前後が対象となる。 

 

（委員） 

先生方のストレスについては様々な視点から見るのが大切ですね。 

 

（議長）令和7年度学校経営計画（案）の承認の確認をした。 

 

〇令和６年度学校教育自己診断集計結果について（松本首席） 

 生徒・保護者・教員（３部）について 

 生徒  ： Webで回答するので、回答率が上がった。１年生の勉強時間が少なくなったのが気になる。 

 保護者 ： Webでの回答に慣れてきたせいか、回答率が５８％から７３％に上がった。 

 

質疑応答 

（委員） 

生徒の勉強時間が減ったのはなぜか？課題プリントはあるのか？ 

 

（学校） 

   ２，３年生の勉強時間は以前より増えているので、今後が楽しみである。 

 

（委員） 

   様々なアイテム活用して勉強しているので、勉強時間が減ったのではないか。「書く」のではなく PCを使う

頻度が増えた。学習の効率化では。 

 

閉会挨拶 （校長） 

閉会宣言 （教頭） 

 

次回の会議日程 

日時 令和７年７月上旬で調整し開催予定 

会場 本校（会議室） 

 


